
　今年度３回計画しているツリーing体験
の２回めを１０月８日におこないまし
た。今回は直前のキャンセルがあり、予
定していたよりも少ない人数になりまし
たが、それでも２２家族５４名（ツリー
ingをしたのは２９名）が集まってくださ
り、日常では出来ない「非日常体験」を
楽しんでくださいました。
　今回も指導はＯＫＡＹＡＭＡ Tree-ing
CLUBからお二人の方に来ていただき、丁
寧に教えていただきました。
　できるだけツリーingの時間を長くでき
るよう、受付後にロープワークの練習を
してから会場に行きました。
　始めは空中にぶら下がっている状況が
うまく理解できず、戸惑う様子もありま
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したが、少しずつ登るための手順を覚え、手の動きと足の動
きを連動させながら登っていきました。これには学年の違い
は関係なく小さいこどもたちもスイスイ登っていきました。
　「上から見ると樹の上にカエルがいるよ！」という驚きの
声。それこそ登ってみなければ分からない体験でした。
　今回はくすの木に１０本のロープが用意されていたため、
１つのロープを登ったあとで、違う枝の、違う長さのロープ
を登っていきました。場所が変わることで視点が変わり、見
えるものも感じることも変わるようです。樹に登るというの
は、単に非日常体験であるだけでなく、虫の目、鳥の目を体
験するということです。その視点から私達人間を見てみる
と、普段は気づかない、その人なりの「何か」を感じること
ができるのではないか、と思うのです。
　当日は長袖が丁度よい気温でしたが、樹から降りてくると
ヘルメットの中には汗をたくさんかいていました。でもその
時の、やり切ったという充実した笑顔は、みんなとても素敵
でした。
 　自然の家では、このツリーing体験を定期的に行います。
次回は２月１１日（日）に行う予定です。


